
第１回 令和プロテクト・トーク「消防関係機関と市長の対話」  要約 

 

日 時：令和７年６月２５日（水） １８：００～１９：００ 

場 所：薩摩川内市消防局２階多目的ホール 

出席者：消防関係４機関（２２名） 

○薩 摩 川 内 市：田中市長・古川副市長・上戸市民安全部長・遠矢市民安全部次長 

○薩摩川内市消防局：森山消防局長・元島消防総務課長・上園警防課長・事務局４名 

○薩摩川内市消防団：宮里消防団長・古川団本部副団長・石塚中央大隊長 

時吉西部大隊長・古川東部大隊長 

田平団本部本部員・松元団本部本部員・藤﨑活動活性化等副委員長 

○消防後援会連合会：下園会長・加治屋副会長・小原副会長・折田副会長 

宮路副会長・内村副会長・山下事務局長 

 

■あいさつ 田中市長 

  今年度、第１回目の「令和プロテクト・トーク」では、消防関係４機関の情報共有と結

束強化を目的として開催されております。新体制として、宮里新消防団長や森山新消防局

長、古川副市長（防災担当）も加わりました。状況によりましては、掛田副市長も出席す

る場合もありますのでよろしくお願いします。 

  市長管理者の令和７年度の重点方針は以下の４点です。 

  １．消防関係４機関の相互支援 

  ２．消防団員の確保 

  ３．消防団員の処遇改善（在団３５年・在団４５年表彰制度新設、退職報償金増額） 

  ４．消防ＤＸの推進（北薩３消防本部指令センター供用開始、消防団支援アプリの 

導入） 

  また、新たな取り組みとして、市長や副市長が訓練現場の視察を実施します。６月に  

 は、原発災害訓練の生徒引き渡し訓練や消防団による火災対応訓練を視察済です。 

  人口減少の中でも、消防団・消防局の役割は不可欠であり、今後も関係機関の連携や市 

民の理解・協力が重要とされていますので、皆様、引き続きのご協力お願いします。 

   

■協議 座長：田中市長 

 １ 薩摩川内市消防団運営方針について 

     令和７年４月に就任された宮里団長が、消防団の運営方針について述べられた。 

運営方針では１ 消防団の訓練強化、２ 消防団の組織力の向上、３ 防災士資格 

者のスキルアップ、４ 消防団活動のＰＲ広報の４つの柱を中心に運営を行い、消 

防団が「和」を持って団結し、「すべての団員の存在を認め、地域に親しまれる消 

防団組織の確立」に向けて職責を全うしたいと方針を述べられた。 

 

 ２ 令和７年度薩摩川内市消防団火災対応訓練について 

   薩摩川内市消防団全体の火災対応能力の維持・強化を図ることを目的に実施して

いる火災対応訓練について、訓練内容、令和６年度訓練実績、令和７年度訓練計画

について説明があり、今後の訓練周知方法や操法訓練について協議した。 

 

 ３ 令和７年度薩摩川内市消防団年間スケジュールについて 

   薩摩川内市消防団行事計画について消防団活動を年間行事タイムラインとして  

  集約し、シンプルで有用な計画表を作成した。 

 



 ４ 消防団ＤＸ化に向けた消防団アプリの導入について 

   消防団アプリについては、消防団活動の処遇改善のため、災害現場・会議連絡等 

の情報共有が図れ、事務等の負担軽減、災害対応力の向上も見込まれる。 

令和７年度運用開始に向け取り組んでいるところである。 

 

 ５ 薩摩川内市消防団活動活性化等委員会組織及び今年度の取組みについて 

   消防団活動活性化等委員会の今年度からの組織メンバー及び今年度取組みにつ 

  いて、本委員会は消防団員の確保と団員間のコミュニケーションの構築を基本に活 

  動を行うと説明があり、予算が伴うものについては早めに中間報告を行うよう協議 

  がなされた。 

 

 ６ 外国人の支援及び共生について 

   薩摩川内市防災ホームページ・災救マップ、外国人からの１１９番通報、外国人 

消防団員の概要等について説明があり、今後、災救マップについては、事業所説明 

会等で周知を図り、外国人消防団員の入団に関しては、外国人も視野に入れた団員 

確保を展開していく。外国人に対しての周知方法についても課題があるとの意見も 

だされた。 

 

 ７ 令和プロテクト・トークの今年度の取組み等について 

 

 

・本庁モニター・イベント等を活用し消防団ＰＲ広報を行う。 

    ・市職員に対しても表彰制度の説明、消防団加入促進を行っていく 

 

 

 

    ・消防団アプリを導入し、消防団の処遇の改善を図っていく。 

    ・消防団員の確保に引き続き取り組んでいく。 

 

 

 

    ・火災対応訓練において基礎を重視した訓練を継続して実施する。 

    ・消防団活動活性化等委員会と連携し、地域への消防団活動のＰＲを行う。 

 

 

 

    ・全面的に引き続き消防団をサポートする。 

・団員の確保についても、協力できることは行っていく。 

 

８ その他 

  ・薩摩川内市公式 LINE・原子力防災アプリの登録促進 

 ・女性消防団員募集の市職員への一斉通知について 

 

 

 

 

 

薩摩川内市 

消防後援会連合会 

薩摩川内市消防団 

薩摩川内市消防局 



 

令和プロテクト・トークの様子 


